代数群上の保型形式とL関数 by 菅野 孝史 & Sugano Takashi
代数群上の保型形式とL関数
著者 菅野 孝史
雑誌名 平成10(1998)年度 科学研究費補助金 基盤研究(C) 
研究成果報告書
巻 1997-1998
ページ 3p.
発行年 1999-03-01
URL http://hdl.handle.net/2297/48806
代数群上の保型形式とL関数
課題番号09640040
平成9年度～平成1O年度科学研究補助金
研究成果報告書
平成11年3月
基盤研究(C)(2)
研究代表者菅野孝史
（金沢大学理学部教授）
代数群上の保型形式とL関数
課題番号O9640040
平成9年度～平成10年度科学研究補助金基盤研究(c)(2)
研究成果報告書
平成9年度，平成10年度において、上記課題の研究を行った。以下は、その
研究成果の報告である。
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